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「一挨一拶で親睦を深めよう」 
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●本日の司会        （荒川 義昭 SAA） 
 

 
 

●開会点鐘         （岩本 勝宏会長） 
 
 

●ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 
 
 

●本日のお客様 
 

東京昭島ロータリークラブ 

会長 鈴木 圭一様 

幹事 阿部 哲也様 

 
 

●ご挨拶 

東京昭島ロータリークラブ 会長 鈴木 圭一様 
 

皆様、こんばんは。東京昭島ロータリークラブ本年度会

長の鈴木圭一でございます。幹事の阿部哲也と共に、本日

は表敬訪問という形でお時間を頂戴しました。 

昭島中央ロータリークラブの皆様には親しい方が多く、

本日の訪問を私自身、大変楽しみにしておりました。会長

就任前より、岩本会長、柴田幹事様とは多摩中グループ協

議会などでお目にかかり、昨晩も懇親会で和やかに交流

させていただきました。本年度、昭島中央ロータリークラ

ブ様が充実した 1 年となりますよう、心よりお祈り申し

上げます。どうぞ 1 年間よろしくお願い申し上げます。 

 

 
 

●会務報告         （岩本 勝宏会長） 
 

皆様、改めましてこんばんは。本

日は、私の年度における第 2 回目

の例会に、これほど多くの方にご

出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。大変感謝申し上げます。

まだ少々緊張しておりますが、こ

れから徐々に慣れてまいりたい

と思いますので、温かい目で見守

っていただけますと幸いです。 

昨日、多摩中グループの協議会が開催されました。その

場で、規定審議会における「クラブおよび地区に関する変

更点」について、お話がありましたので、会員の皆様にも

共有させていただきます。 

 

＜地区大会について＞ 

これまで毎年の開催が義務付けられていた地区大会に

ついて、今後は「開催するか否かを地区の判断に委ねる」

との決定がなされました。とはいえ、良い地区大会が実現

できるのであれば、積極的に開催することが望ましいと

の方針も併せて示されています。 

 

＜クラブの最低会員数＞ 

これまでクラブの設立・維持に必要な最低会員数は 20 名

とされていましたが、新たに 15 名へと引き下げられるこ

ととなりました。 

 

＜RI 人頭分担金の値上げについて＞ 

来年度より、以下の通り人頭分担金が段階的に引き上

げられる見込みです。 

次年度：＋3.50 ドル（約 525 円） 

その翌年：＋3.75 ドル（約 563 円） 

さらにその翌年も：＋3.75 ドル（約 563 円） 

値上げの背景には、世界的な会員数およびクラブ数の

減少があります。2023 年から 2024 年の 1 年間で、会員

数は 19,414 名減少、クラブ数も 352 クラブ減少したとの

ことです。2025 年の統計はまだ出ていませんが、このよ

うな状況から RI 本部としても財政的に厳しい局面を迎え

ているとの報告がありました。ちなみに、世界全体で集ま

っている会費の総額は約 136 億円にのぼるそうですが、

それでも運営にはなお課題があるとのことです。 

 

＜多摩中グループ内の会員数状況＞（2025 年 5 月末時点） 

多摩中グループ内の会員数上位クラブは以下の通りです。 

1 位：立川ロータリークラブ（118 名） 

2 位：立川こぶしロータリークラブ（96 名） 

3 位：昭島中央ロータリークラブ（53 名） 

2025 年（令和 7年）7月 9 日（水） 

第 1684回例会報告 
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当クラブが玉中グループ内で第 3 位に位置しているこ

とは誇らしく、今後もこの順位を維持・向上させていける

よう、引き続き会員増強にご協力をお願い申し上げます。 
 
 

●幹事報告         （柴田 智幸幹事） 
 

7 月 7 日（月）、昭島の「翠凰楼」

にて親睦委員会の炉辺会議が開

催されました。当日は、委員をは

じめ、オブザーバーを含む 13 名

が参加し、和やかな雰囲気の中で

親睦を深めることができました。 

続いて、昨日 7 月 8 日（火）は、

第6回多摩中グループ協議会がホ

テルエミシア東京立川にて開催され、岩本会長と私が参

加してまいりました。会議の中で、いくつかの連絡事項が

ありましたので、ここでご案内させていただきます。 

まず、国際ロータリー第 2750 地区による第 44 回イン

ターアクト年次大会が、7 月 30 日に開催される予定です。

詳細については追ってご連絡いたしますが、関係の皆様

にはご留意いただければと思います。 

また、令和 7 年度に実施予定のインターンシップ事業

について、地区より協力のお願いがございました。これは、

2750 地区の各クラブ会員の皆様が所属する企業等におい

て、インターンシップの受け入れにご協力いただけるか

どうか、という内容です。ご興味のある方、あるいはご協

力可能な方がいらっしゃいましたら、幹事までお知らせ

ください。個別にご相談させていただきます。 

来週 7 月 16 日（水）の例会には、ガバナー補佐がご来

訪くださる予定です。幹事として一つお願いがございま

す。ぜひ多くの会員の皆様にご出席いただきたく存じま

す。また、当日は、ロータリーソングの斉唱をはじめ、丁

寧な設営・進行を心掛けていただければと思います。 

皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

 
 

●新年度各委員長 活動方針Ⅰ 
 

鈴木 栄奉仕プロジェクト委員長 

皆様、こんばんは。今年度の基

本方針と事業計画についてご報

告申し上げます。 

まず基本方針ですが、クラブの

四大奉仕委員会が円滑に活動・運

営できるよう、各方針委員長並び

に委員の皆様としっかり協力し

ながら、目標達成に努めてまいり

たいと考えております。 

続いて事業計画です。1 つ目は、各委員会が積極的に炉

辺会議を行い、親睦を深めながら、事業の実施に向けてし

っかり連携をとっていくこと。2 つ目は、継続事業に対し

ても工夫やアレンジを加えることで、新たな活動につな

げていけるよう、委員会内外で積極的に意見交換を行っ

ていくことです。 

来月末には、「くじら祭」も予定されております。奉仕

活動を通じて、会員同士のつながりがより一層深まれば

と思っております。1 年間、どうぞご協力のほど、よろし

くお願い申し上げます。 

磯野 昇親睦委員長 

皆様、こんばんは。基本方針

としましては、会員相互の友

情と親睦を深めることを第一

とし、会員ご家族にもロータ

リー活動への理解を深めてい

ただけるような活動を推進し

てまいります。 

事業計画としましては、ま

ず会長・幹事をはじめ、各委員

会との連携をしっかり図り、親睦委員会としてより良い

活動を提案していきたいと考えています。各イベントで

は、委員長・副委員長が方向性を決めた後、委員全員に情

報を共有し、炉辺会議等で意見交換を行いながら、企画の

質を高めてまいります。 

また、他委員会と合同でイベントを行う際は、事前に役

割分担を明確にし、円滑な運営を目指します。加えて、親

睦委員会全員で、会員および会員ご家族が楽しく参加で

きるイベント内容を工夫し、積極的な参加につながるよ

う努めます。 

ニコニコボックスの発表においては、集められた善意

が奉仕活動に活かされるという目的を委員全員が共有し、

会員の皆様に感謝の気持ちを持ってその運営にあたりま

す。 

最後に、新会員や他クラブとの親睦を深めることにも

積極的に取り組みます。合同例会などへの参加を通じて、

他クラブの良い点を学び、取り入れながら活動を進めて

まいります。1 年間、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 

指田 裕士 SAA（会場監督） 

皆様、こんばんは。今年度の基

本方針についてご報告させてい

ただきます。 

基本方針は、「例会の秩序を保ち

つつ、来訪者および会員にとって

有意義で価値のある例会の実施

を目指し、円滑かつ和やかな運営

を行う」ことです。 

今年度のスタートに先立ち、6 月に 1 度、炉辺会議を開

催し、委員の皆様と進行の確認を行いました。実際の運営

では細かな調整が必要で、たとえば本日は音響の不備が

ありましたが、次回以降はこうした点を改善し、ミスのな

い運営を心がけてまいります。 

活動方針としては、会長・幹事をはじめ、関係各委員会

と密に連携し、例会がより良いものとなるよう努めます。

例会には多くの部署が関係しているため、SAA としての役

割は「進行の交通整理」であると捉え、各担当者が自信を

持って進行できるよう準備と確認を行ってまいります。

また、例会の時間管理も重要です。開始・終了時刻をしっ

かり守り、秩序と緊張感を持ちつつも、落ち着いた雰囲気

で進行することを心がけます。 

SAA は、気品と風紀を保つクラブ運営の柱のひとつです。

これまで先輩方が引き継いできた引継資料にも助けられ

ながら、司会進行役が安心して進行できるよう、横で支え

ていくことも重要な役割と考えています。1 年間どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
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若杉 司長期計画委員長 

皆様、こんばんは。本委員会の

基本方針は、「クラブ運営を定期

的に見直し、会員の意識を高める

とともに、常に 5 年先を見据えた

クラブビジョンを構築し、長期的

な目標を策定・実行していく」こ

とです。 

事業計画といたしましては、ま

ず、クラブ創立 40 周年に向け、あと 3 年足らずとなって

おりますので、早期に実行委員会を立ち上げる予定です。

また、各委員会との連携・協力体制を強化し、クラブ全体

の活動をサポートしてまいります。さらに、新規事業への

チャレンジも視野に入れております。挑戦したいという

お気持ちをお持ちの方は、ぜひ積極的にご提案いただけ

ればと思います。 

継続事業の見直しも進めます。特に子ども用車椅子寄

贈や少年野球教室といった事業は、これまで大変意義深

い活動として継続されており、今後もぜひ継続していき

たいと考えております。例会を通じてこれらの活動の素

晴らしさを改めて実感しており、伝統ある活動を守りな

がらも、新たな試みにも取り組んでいければと思います。 

まだまだ至らぬ点もございますが、今後はパスト会長を

はじめとする歴代会長の皆さまのご助言もいただきなが

ら、クラブの長期的発展に向けて計画を進めてまいりま

す。1 年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

重森 元樹社会奉仕・環境保全委員長 

皆様、こんばんは。委員会の基

本方針としましては、ロータリー

の基本理念である「奉仕」の精神

を実践し、地域社会への貢献を目

的とした事業を継続的に展開し

ていくことです。また、これまで

実施してきた事業の見直しも行

い、より良い内容となるよう改

善・発展を図ってまいります。 

主な活動予定としては、例年通り「昭島くじら祭」への参

画や、「多摩川クリーン作戦」への参加を予定しておりま

す。また、委員の皆さまのご希望があれば、新たな事業へ

の挑戦も視野に入れ、検討していきたいと考えておりま

す。 

くじら祭につきましては、来月開催予定です。日程が近

づいておりますので、皆さまにはこの場をお借りして、概

要のみご案内申し上げます。お手元に「昭島市民くじら祭

について」の資料をお配りしておりますが、こちらはまだ

理事会の正式承認を得ておりません。そのため、現時点で

は具体的な内容まではご案内できませんが、日程調整の

一助となれば幸いです。くじら祭は、地域のお子さまやご

家族の皆さまにとっても楽しみなイベントであり、毎年

多くの参加者で賑わいます。今年も、クラブ一丸となって

盛り上げてまいりたいと思っておりますので、皆様のご

協力を心よりお願い申し上げます。1 年間、どうぞよろし

くお願いいたします。 

水田 義明青少年委員長 

皆様、こんばんは。活動方針と

いたしましては、まず「第 29 回青

少年野球教室」を 12月 21日（日）

に、くじら公園にて開催予定です。

事前準備などもございますので、

会員の皆さまにはぜひご協力・ご

参加をお願い申し上げます。また、

「第 28 回東京昭島中央ロータリ

ークラブ杯争奪大会」が、同じくくじら公園にて開催され

ます。決勝戦は 2 月 11 日（祝）を予定しております。皆

さまの温かい応援・ご声援をお願い申し上げます。 

さらに、毎年恒例の「走り方教室」も、来年 4 月に実施

を予定しております。 

青少年委員会では、地域の青少年の健全育成を図るこ

とを目的に、次世代を担う若者たちに奉仕の精神、責任感、

そしてリーダーシップを育むような活動を支援してまい

ります。1 年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

椎名 正明職業奉仕委員長 

皆様、こんばんは。職業奉仕は、

ロータリーの中心理念のひとつ

であり、「自らの職業を通じて社

会に貢献し、人と人との信頼を築

いていく」ことを基本方針として

おります。職業は単なる生業にと

どまらず、人間としての品位や倫

理観を体現する場でもあります。

会員一人ひとりが、自身の職業に誇りと責任を持ち、地域

社会から信頼される存在となることを目指してまいりま

す。 

具体的な活動としては、委員会での事務所・事業所見学

を実施予定です。また、会員相互の職業理解を深めるため、

会員各位の事業内容についての情報収集・共有も行って

いきます。 

なお、私が職業奉仕委員長を務めるのは今回が 2 回目

となります。前回は「多摩モノレールの車両基地見学」を

企画・実施いたしました。本年度も、それに勝るとも劣ら

ないような魅力的な企画を目指してまいりますので、ぜ

ひ皆さまのお力添えをお願い申し上げます。1 年間、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

成田 篤史国際奉仕委員長 

皆様、こんばんは。委員会の基

本方針は、「国際的なプロジェク

トへの参画や、海外のパートナー

との共同活動を通じて、平和と相

互理解を推進する」ことです。 

具体的な事業としましては、例

年継続している子ども用車椅子

の海外送付活動を、今年度も引き

続きメインプロジェクトとして実施いたします。4 月から

補助金申請を進めてまいりましたが、無事に承認が下り

ました。今後の予定としては、9 月初旬に炉辺会議を開催

し、その後、1 回目の車椅子整備作業を行う予定です。委

員会メンバーだけでなく、有志の会員の皆さまにもご協

力いただきながら進めてまいりますので、ぜひご協力を

お願いいたします。以上、どうぞ一年間よろしくお願いい

たします。  
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中澤 紀之プログラム委員長 

皆さま、こんばんは。プログラ

ム委員会は、経験豊富な先輩方の

ご意見をいただきながら、会員の

皆様がわくわくできるような、有

意義で心に残る例会を目指してい

きたいと考えております。 

特に、岩本会長から委員長のご

指名をいただいた際に、「これまで

とは少し違った、変化のある例会も企画して欲しい」との

リクエストをいただきました。私自身、芸術活動にも取り

組んでおりますので、そうした背景を活かしながら、文化

的な要素や新しい切り口を取り入れた例会にも挑戦して

いければと考えております。もっとも、実際にプログラム

を組むことができる例会は年間で 10回にも満たないため、

すべてを実現するのは簡単ではありません。しかしその

中でも、できる限り多様性と深みのある内容を盛り込ん

でいきたいと考えています。 

また、もし会員の皆様の中に、ご自身の仕事、趣味、あ

るいは人生経験など、「魂からあふれ出すようなお話」を

共有してみたいという方がいらっしゃいましたら、ぜひ

お声がけください。そうしたお話こそが、最も心に響くプ

ログラムになると信じています。会員一人ひとりの魅力

を引き出せるような場をつくっていけたらと思っており

ます。1 年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

●ニコニコ BOX     （相羽 吉春親睦委員） 
 

 
 

◎東京昭島ロータリークラブ 

 会長 鈴木圭一様・幹事 阿部哲也様 

東京昭島中央ロータリークラブの皆様、本日は、表敬訪問

の機会をいただき、ありがとうございます。今後も、「手

を取り合い」ながら地域社会への奉仕活動を進めていけ

ればと存じます。 

貴クラブの皆様の温かいご対応に、心より感謝申し上げ

ます。 

 

◎◎◎星野会員 

岩本・柴田年度 昭島会場初例会を祝し 

 

◎岩本会長 

東京昭島ロータリークラブ、鈴木会長、阿部幹事、ご来訪

ありがとうございます。 

各委員長の皆様、卓話よろしくお願いします。 

 

◎内藤会員 

本日も宜しく 

 

○磯野会員 

会員の皆様、1 年間よろしくお願いいたします。 

 

○桜井会員 

各委員長、活動方針発表ありがとうございます。 

1 年間よろしくお願いいたします。 

 

○重森会員 

昭島ロータリークラブ 鈴木会長、阿部幹事、ご来訪あり

がとうございます。 

 

○水田会員 

1 年間よろしくお願いします。 

 

・柴田幹事 

昭島ロータリークラブ 鈴木会長、阿部幹事、ご来訪あり

がとうございます。また、各委員長の皆様、1 年間よろし

くお願いいたします。 

 

・岡野和弘会員 

東京昭島 RC 鈴木会長、阿部幹事、本日はご来訪ありが

とうございます。 

各委員長の皆様、活動方針ありがとうございます。 

 

・指田会員 

東京昭島ロータリークラブ 会長鈴木圭一様、幹事阿部

哲也様、ご来訪ありがとうございます。 

 
 

●出席報告        （太田 剛出席委員） 
 

 

会員数 51 名 

 

出席義務会員 51 名 

 

本日の出席 40 名 

 
 
 

 

●次週例会予定  （相羽 吉春プログラム委員） 
 

 

7 月 16 日（水） 

新年度各委員長 活動方針 Ⅱ 

ガバナー補佐表敬訪問 

 
 
 
 

 
 

●閉会点鐘         （岩本 勝宏会長）

 


